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[道路改良案] 



１.  道路改良案まとめ 
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 中環側道から 
 万国橋経由で直接IN  

 公園南交差点より、南第１P・オーバー 
 パス経由で直接IN・OUT 
（既設信号の活用、右折レーン整備） 

 進歩橋交差点の 
 改良による交通改善 

1  

 中環側道への直接OUT  

Ａ方面 
2％ 

Ｂ方面 
14％ Ｇ方面 

5％ 

Ｄ方面 
10％ 

Ｃ方面 
23％ 

高速西 1% 
F方面18％ 
E方面15％ 

E（近傍）  
 方面3％ 

計34％ 

高速東 
9％ 

 交通流シミュレーションに 
 よる交通評価実施 

 南第1Pに新設する 
 オ―バーパスを活用 
 する左折INルート 
（左折専用レーン新設） 

 歩道の立体化により 
 右折INの歩車分離を実現 

 外周道路からの右折IN 
 当初案4ヶ所⇒2ヶ所に絞る 
（右折専用レーン新設） 



1-1. 外周道路の右左折入出庫レーン新設 
  

■現状 本線２車線⇒３車線化により、現況交通の改善を図った上で、 
 さらに右左折入出庫レーンを新設し、本線への影響を最小化します。 
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右折IN① 

右折OUT① 

本線 
現況２車線⇒３車線化 
（ガードレール撤去） 

 右折入庫（減速）レーン新設 
 65m＋シフト長30m 
（歩道の敷地内取込み） 

 右折出庫（加速）レーン新設 
 65m＋シフト長30m 
（歩道の敷地内取込み） 

 スタジアムINにも効果のある 
 左折入庫レーン新設 
（分離帯・自転車道の幅員調整） 

右折IN②まで 
ゼブラ 
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① 

① 

② 

② 

本線３車線 

左折 
レーン 

右折 
レーン 

歩道 

【スタジアム側】 
 

【計画地側】 
 

①－①断面図 

現状の 
道路断面 

改築後の 
道路断面 

1-1. 外周道路の右左折入出庫レーン新設 
  

■現状 本線２車線⇒３車線化＋入出庫レーンを新設 
 により、本線への影響を最小化します。 

□分離帯（2m→1m）及び 自転車道（5m→3m）  
 詳細については、道路管理者と今後協議・調整します。 

□計画地側の歩道を敷地内取込み・歩車分離 
 



 ■右折IN/OUT①②における歩車分離イメージ 

1-1. 外周道路の右左折・入出庫レーン新設 
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 ■歩道と立体交差した駐車場出入口事例（光明池イオン） 

 歩道 
（敷地内取込み） 

出庫（加速）レーン 

OUT IN 

計画地 
斜路勾配 
8％（1/12.5） 

入庫（減速）レーン 

車道（３車線） 



1-1. 外周道路の右左折・入出庫レーン新設 

 ■混雑状況等に対応した可変誘導サインの設置により、右折・左折の最適誘導と 
  車線変更の最小化を図ります。（例：閑散時には右折IN②を閉鎖する等）  
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右へ 

右折IN①②用 
サインイメージ 
             

左折IN用サイン 
             

エキスポ 
 

P 

200 m先 

 左折  

 

左側 
直進 

P1 

南第1P 

スタジアム 

調和橋 

左折IN 

右折IN① 

右折IN② 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

右折IN①②用サイン 

右折IN②用サイン 
▼ 

▼ 

▼ 

左折IN用サイン 

▼ 

誘導サインの設置イメージ 
             



1-2. 進歩橋交差点の改良 
 
 

 ■進歩橋南詰：左折専用レーンの新設＋直３による 
        現況渋滞の解消、自転車道の幅員調整 
 

 ■進歩橋北詰：右折専用レーンの新設＋直２による 
        現況渋滞の解消  
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進歩橋 外周道路 

進歩橋 
南詰 

中環西方面への
左折専用レーン 

中環東方面への
右折専用レーン 



スタジアム 
歩行者・自転車用通路 
と立体交差 

南第1P 
北出入口 

万博公園南 
交差点 

南第1P 
1000台確保のため 
車室ライン引き変更 

発券ゲート２基 

スロープ 

スタジアム 
歩行者動線 

スタジアム 
自転車動線 

7 

右折レーン長 
必要長125m 
最大長290m 
  （樫切山北交差点まで） 

1-3. 南第１Pからのオーバーブリッジ 
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① 

① 

② 

② 

歩道 

②－②断面図 

本線３車線 
左折 
レーン 

右折 
レーン 

オーバーブリッジ 

現状の 
道路断面 

1-3. 南第１Pからのオーバーブリッジ 
  

■外周道路から南第1Pへの左折＋オーバーブリッジ 
 
□分離帯（2m→1m）及び 自転車道（5m→3m） 
 について、道路管理者と今後協議・調整 
 

【南第一駐車場側】 
 

【計画地側】 
 

改築後の 
道路断面 



3-3. 南第１Pへの入出庫 
 
 
■分離帯及び閉鎖車線を活用して、 
 南第1Pへの右折専用レーンを新設 
■外周道路での車線変更（ウェービング）解消 
■樫切山北方向への渋滞緩和 

  

27 

万博公園南 

交差点 

右折レーン長 
必要長125m 
最大長290m 
  （樫切山北交差点まで） 

南第1P 
 



3-4. 中環側道からの直接IN 

万国橋（既存） 

調和橋北詰 
交差点 

調和橋 

計画地 北入口 28 



3-5. 中環側道への直接OUT 

調和橋 
南詰 
 

計画地 北出口 

29 



 
 

[複合影響の検証] 
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②エキスポ跡地＋スタジアム＋自然文化園の複合 
  

 ・スタジアムH23年度試合日（観客数はアセス評価書案に補正） 
 ・自然文化園 H23年度入園者数実績値（月次報告） 

        

     
97,000人ライン 

      

■複合影響（ピークオンピーク）の出現頻度 
 エキスポ跡地 57,000人 
 スタジアム  40,000人 

 合計       97,000人超の日数＝年6日 

※スタジアムは、年数日を除いてナイトゲームと 
 なるため、エキスポ跡地ピーク時間帯がずれる 
 可能性あり。        

     

2-1. 複合影響の検証 
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エキスポ跡地 自然文化園 スタジアム 
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2-2. 複合影響の検証 
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2-3.周辺交差点需要率の予測評価：7/28 （土）現況交通＋エキスポ跡地＋スタジアム複合 
   

   ※土曜日17時台の現況交通量＋開発交通量。 ※万国橋＝555台＜720台なので、調和橋への経路変更はなし。 
   ※地点10みのり橋南交差点は、現在工事中の車線拡幅を考慮して計算。 
 

Ａ方面 
2％ 

Ｂ方面 
14％ 

Ｇ方面 
５％ 

Ｄ方面 
10％ 

Ｃ方面 
23％ 

E＋Ｆ＋
高速西 
方面 
34％ 

エキスポ跡地 
計画地 

南第１P 

オーバー 
パス 

樫切山北 
交差点 

Ｅ方面 
（近傍） 

3％ 

地点3 
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④ 

③ 

① 

② ④ 

③ 
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④ 
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① 
② 

④ ③ 

現況          0.411 
計画完成後（当初案）0.506  
計画完成後（改良案）0.506 

現況          0.569 
計画完成後（当初案）1.010  
計画完成後（改良案)  0.896 

現況          0.326 
計画完成後（当初案）0.877 
計画完成後（改良案）0.845 

地点8 

地点6 

地点12 

現況          0.608 
計画完成後（当初案）0.767  
計画完成後（改良案）0.645 
※東向き車線（右-右）混雑度  
 現況 0.627、当初案1.312、改良案0.787 

 

高速東
9％ 

地点10 

① 

④ 

地点1 

① 
④ 

① 

② 

高速東
9％ 
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現況          0.606 
計画完成後（当初案）0.788  
計画完成後（改良案)  0.755 

現況          0.667 
計画完成後（当初案）0.926  
計画完成後（改良案）0.926 



2-4. 複合影響の検証 
 

 ソフト的な対応により、特異日における渋滞軽減を図ります。 
 

 ■公共交通機関のさらなる利用促進 
  ・特典サービス等のインセンティブ 
  ・ホームページ等を通じた呼びかけ 
  ・モノレール、バスの増便 
 
 

 ■デイゲーム試合後・ナイトゲーム試合前における出庫規制 
  ・館内放送の実施 
  ・施設内滞留策の展開（イベント等） 
 
 

 ■渋滞状況に応じた臨機応変な迂回誘導 
  ・可変型サインの設置 
  ・駐車場出入口付近における誘導員の配置 
  ・公園内の他駐車場との運営連携（中央、東、西駐車場など） 
 
   12  

 



 
 

[歩行者・自転車の動線計画] 
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3．歩行者・自転車の動線計画 
 

■商圏設定 

商圏内人口及び経路別比率 

方面 東 南 西 合計 

人口 
（単位：人） 

42,717 57,177 38,181 138,075 

比率 
30.9% 41.4% 27.7% 100% 

約30% 約40% 約30% 100% 

１）商圏の設定 
  歩行者：1㎞圏 自転車：2km圏 
 
２）商圏の経路別比率 
  町丁別人口分布より経路別比率を推計。 
  商圏内を主な来店帰宅経路と見なされる 
  3経路に分割し、それぞれの人口を積上げ。 

 ◇商圏内人口及び経路別比率 

自転車（2㎞圏） 

方面 東 南 西 合計 

人口 
（単位：人） 

10,763 16,570 5,290 32,623 

比率 
33.0% 50.8% 16.2% 100% 

約33% 約51% 約16% 100% 

歩行者（1㎞圏） 
計画地 

1㎞ 

2㎞ 

東方面（自） 
30％ 

南方面（自） 
40％ 

西方面（自） 
30％ 

商圏図 

東方面（歩） 
33％ 

南方面（歩） 
51％ 

西方面（歩） 
16％ 
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３．歩行者・自転車の動線計画 
 

エキスポ跡地 
計画地 

既設歩道橋 

既設歩道橋 

モノレール 
万博記念公園駅 

西方面 
自転車：約30％、319台/時 
歩行者：約16％、170人/時 

中央P 

南第1P 

北・東方面 
自転車：約30％、319台/時 
歩行者：約33％、350人/時 

南方面 
自転車：約40％、424台/時 
歩行者：約51％、524人/時 

■分担率：歩行者11％、自転車11％ 
■西及び駅方面＝メインゲートからアクセス、 
 北・東・南方面＝既設歩道橋から計画地へのアクセスにより、歩車分離を図る 
■駐輪台数：1,062台/時×駐輪時間設定1.75h ＝ 必要駐輪台数1,858台 ＜ 駐輪台数1,900台 

1,150台 

750台 

南ゲート 

メイン 
ゲート 

方面比 
・歩行者1km圏の人口 
・自転車2km圏の人口 



３．歩行者・自転車の動線計画 
  

■現状の自転車道の幅員状況（W=3.3m～5.0m） 
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３．歩行者・自転車の動線計画 
 

      ①自転車道の断面交通量  平日：2012年9月25日（火）、休日：2012年9月23日（日）の調査データ 

エキスポ跡地 
開発 

樫切山北 
交差点 

地点3 
① 

④ 

③ 

地点12 

① 

② ④ 

③ 

地点8 

① 
② 

③ 

④ 

地点7 

① 

② 

④ 

地点6 

① 

② 

④ 

③ 

地点13 

① 
② 

④ ③ 

測点7（調和橋） 
平日 132台/h  （8時台） 
休日   90台/h（15時台） 

④ 

③ 

地点15 

① 

④ 

① 
④ 

地点10 

地点1 

測点11 
平日 292台/h  （8時台） 
休日 106台/h（16時台） 
※歩行者 
 休日 266人/h（17時台） 

測点13（記念協会前） 
平日 149台/h  （8時台） 
休日 107台/h（15時台） 

測点15（記念協会前） 
平日 366台/h  （8時台） 
休日 159台/h（17時台） 
    開発分424台/h＋現況136台/h 
    歩行者116人/h（休日12時台） 

測点16（ﾓﾉﾚｰﾙ駅入口） 
平日 200台/h  （8時台） 
    ＋開発分 319台/h 
休日 114台/h（15時台） 

測点17（進歩橋南 西側横断歩道） 
平日   29台/h  (17時台） 
    ＋開発分 319台/h 
休日   30台/h（13時台） 

測点17 
（進歩橋南 南側横断歩道） 
平日   90台/h  (  8時台） 
休日   69台/h（16時台） 

測点17 
（進歩橋南 東側横断歩道） 
平日 368台/h  (  8時台） 
休日 172台/h（16時台） 

測点20（みのり橋南） 
平日 139台/h  （8時台） 
休日   84台/h（16時台） 

測点21（日本庭園前） 
平日 113台/h  （8時台） 
休日 120台/h（16時台） 
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３．歩行者・自転車の動線計画 
 

      ②自転車道の必要幅員、交通容量   
 

  １）道路構造令 
 

  （自転車専用道路及び自転車歩行者専用道路） 
   第39条  
   自転車専用道路の幅員は3メートル以上とし、自転車歩行者専用道路 
         の幅員は4メートル以上とする。 
   ただし、自転車専用道路にあっては地形の状況その他特別の理由に 
   よりやむを得ない場合においては、2.5メートルまで縮小することが 
   できる。 
   2 自転車専用道路又は自転車歩行者専用道路においては、その各側 
   に当該道路の部分として、幅員0.5メートル以上の側方余裕を確保する 
   ための部分を設けるものとする。 
   
  ２）自転車道等の設計基準（昭和49年3月5日通達） 
   自転車道等の実用交通容量（２方向）は、 
   Ａ種（日常生活交通）     2車線 1,600台/時 
   Ｂ種（レクリエーション交通） 2車線 1,300台/時 であり、 
    

   また歩行者交通が自転車交通に及ぼす影響からくる補正率として 
   右表の数値が挙げられている。 
    
  ３）外周道路の場合 
    現状の幅員は5メートルであるが、3メートルとした場合の自転車交通容量を計算する。 
    歩行者交通量ピーク値266人/時が全て自転車道を歩行するものと仮定して、 
    幅員3メートルの自転車交通容量 1,300台/時×歩行者補正率0.9＝1,170台/時  
    外周道路におけるピーク時の自転車交通量は、 
    現況136台＋開発分424台＝560台/時なので、3メートルまで縮小しても十分な幅員と言える。 
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３．自転車道の幅員検討 
  
    ③みのり橋南交差点の改良工事 
  地点10のみのり橋南交差点において、北向き左折 
  車線を新設する改良工事が行われている。 
  自転車道（従前5m）は、3mまで縮小される。 
   箕面方面   

阪大病院   
地点10 

みのり橋南交差点   

（従  前）左-直-直 
        ↓ 
（改良後）左-左-直-直 
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３．自転車道の幅員検討 
  
      ③みのり橋南交差点の改良工事 
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[駐車場マネジメント] 



４．駐車場マネジメント（公共交通の利用促進方策） 
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■スタジアム利用者の駐車場利用防止策の検討 
◇取組み事例（ららぽーと甲子園：野球開催に伴う特別料金のご案内） 
・野球観戦目的の駐車を禁止すべく、特別料金を設定。 
・野球開始時間から一定時間を超え出庫精算された駐車は、特別料金の対象となる。
（買上金額にかかわらず基本料金の他に、一律6,000円の特別料金を加算） 
 
 

    
 

   



４．駐車場マネジメント（既存駐車場の入庫待ち台数） 
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 平成24年4月8日（日）桜まつり 
 平成24年5月5日（土祝）GW 
 平成24年7月28日（土） 
  
  
 
 

    
 

   

＜東駐車場＞ 
 入庫待ち台数 13台 
（在庫台数 1007台） 
 入庫待ち台数 20台 
（在庫台数 1012台） 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数130台） 

＜南第１駐車場＞ 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数 935台） 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数 769台） 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数 234台） 

＜南第２駐車場＞ 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数 674台） 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数 596台） 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数 0台） 

＜中央駐車場＞ 
 入庫待ち台数 217台 
（在庫台数 1000台） 
   入庫待ち台数 285台 
（在庫台数 1075台） 
 入庫待ち台数 0台 
（在庫台数 52台） 
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４．駐車場マネジメント【南第１Pの立駐化検討経緯】 
 

 南第1駐車場の立駐化については、市・府・機構と協議を重ね、 
 下記理由により、スロープ案が最適と判断しました。 
 

    

 ① オーバーパスさえあれば、立駐化と同様の交通処理改善効果がある。 
  （9％と32％の右折を減らす効果あり） 
   交通処理は、出入口や発券ゲートの位置で決まるため、敷地内の駐車場配置 
  （南立駐の有無）には影響されない。 
 

 ② 現状1000台を加えた立駐の建設費が大きな負担となる。 
   また万博機構の貸付基準が前提であり、事業計画として対応不可能。 
 

 ③ 新設する立駐が住宅エリアに近接するため、環境影響（騒音、景観等）が 
   大きくなる。 
 

 ④ 来店者心理として、店舗棟に近い場所に停める傾向が 
       あるため、平常時の利用されにくい駐車場となる。 
 
 他の公園駐車場（東、西、中央）についても 
 ②貸付基準、④利便性の課題は同様であり、 
 立駐化は困難です。 
 特異日等において、お互いの駐車台数が 
 不足した場合などの駐車場の運営連携について 
 今後、万博機構と協議してまいります。  
 

インペリアル 
千里万博公園 

グランドメゾン 
万博公園南 

山田東３丁目 
住宅エリア 

南第１P 



 
 

[鉄道・バス] 



５．公共交通機関の利用促進 
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■公共交通の利用促進方策（交通事業者と協議中） 
 

 ① モノレールの輸送力向上（増便） 
  ・試合日や特異日等には増便を要請し、鉄道利用への誘導を図る。 
  ・試合日におけるピーク時間の輸送余力（混雑率150％とすると） 
                ｽﾀｼﾞｱﾑ利用分  
   定員400人/便×（150％ － 125％）×12便/h ×2方向 ＝ 2,400人/h 
   2,400人/h＝分担率29％に相当（設定は18％） 
 
 
 
  

 ② 誘導・インセンティブの方策（検討中） 
  ・WEB等による環境貢献・公共交通接続の情報発信 
      ①千里中央駅（北急）、②南茨木・蛍池駅（阪急）、③宇野辺駅（JR）、④門真駅（京阪）等 

  ・鉄道利用者へのICカード記録からクーポン発行 
  （取組事例：ららぽーと横浜）  
  

 ③路線バス等の輸送力向上 
  ・既設路線の増便、休止路線の新設 
   （JR茨木・阪急茨木市駅等との接続） 
  ・中央駐車場のバスバース（右図）の有効利活用 
  ・観光団体バス等の受入れ検討 
        （取組事例：ららぽーと豊洲） 
 

 【混雑率の目安】 
   （出典）一般社団法人日本民営鉄道協会HP 

               国土交通省鉄道HP 



５．公共交通の利用促進（運営取り組み事例） 
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■運営上の取組み実績 
・電車利用のエコＰＲ発信       ・特典（お買物券） 
 
 
 
 
 
 

    
 

   



増発依頼検討中路線（新路線） 

増発依頼検討中路線（既路線） 

５．公共交通機関の利用促進（バス増便依頼路線） 
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■阪急バスへの増便依頼路線 
 
 
 
 
 
 

    
 

   

協議中 



５．公共交通機関の利用促進（バス増便依頼路線） 
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■近鉄バスへの増便依頼路線 
 
 
 
 
 
 

    
 

   

協議中 

  

 

「万博記念公園駅」停留所 

（停留所再運用の依頼） 

増発依頼検討中路線（新路線） 


